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令和 4 年度 第 1 回中津江グループホームなごみ運営推進会議議事録 

 

実施日時 令和 4 年 5 月 26 日（木） 14:00～15:00 

場所 中津江 1 区公会堂 

出席者 別紙参照 

前回からの継続課題 

・ ○無  

・ 有  

内容： なし 

はじめに 

・ グループホーム（以下 GH）管理者より挨拶。 

なごみが開設し 17 年目となったが、ここ 2 年間は新型コ 

ロナウイルス感染症の影響あり、家族や地域との関わりが難し

い場面が多く、室内での生活が主となる期間が続いている。現

在も感染者数は高止まり状態であるが、感染症対策や健康管理

は継続しつつ、5/1 より面会制限を一部緩和し面会を再開して

いる。日常生活の様子や取り組み事項、面会の様子等を報告す

るので、ご意見いただきたい。 

近

況

に

つ

い

て 

利用者状況 
・ GH 管理者より、令和 4 年 4 月～令和 4 年 5 月の利用状況（利 

用者の平均年齢、平均要介護度、入退所状況等）を説明する。 

活動状況 

・ GH 介護主任兼計画作成担当者より、広報誌なごみ便り（第 

133 号/ R4.4 月、第 134 号/R4.5 月）を紹介する。令和 4 年度

の取り組みとして、昔作っていた料理を披露する『お母ちゃん

自慢料理の日』の様子、ウエルネスパークや松陰誕生地や千畳

敷への外出、家事全般や面会の様子等について説明する。 

・ GH 管理者より、令和 4 年 4 月及び令和 4 年 5 月の事故報告 

 と対策について説明する。全 5 件の内 2 件が服薬に関する事故

で、内服薬の取り扱い状況や翌日分の準備方法、配薬等につい

て詳細を説明する。 

・ GH 介護主任兼計画作成担当者より、身体拘束をしないケアの 

取り組みについて、現場での取り組み内容を説明する。 

・ GH 管理者より、感染症対策と面会制限の一部緩和について説 

明する。 

事前に連絡してもらい、感染症有無や行動制限の確認、不織

布マスク着用で 2 名程度の 15 分以内としている。直接の面会

に不安がある方は、ベランダ越しでの面会をお願いしている。 

 5 月大型連休中にも、問い合わせや面会の家族も多数あった。 
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評         

 

価 

家族 

・ 身体拘束廃止での報告事項を聞いて、日常会話の中で「ちょ 

っと待って」「あとでね」と言う場面もある中で、言葉の抑制

に当たるのではないかと考えるなど、意識高く対応してもらっ

ているのがよく分かりました。他作業を行いながらの関わりだ

と思うので大変だと思いますが、あまり負担のないようによろ

しくお願いします。 

（利用者家族） 

・ 自宅で生活していた時、転倒して顔を怪我したことがありま 

す。転倒事故を完全に無くすことは難しいと思いますがよろし

くお願いします。 

（利用者家族） 

地域住民 

・ 身体拘束廃止部会での職員に対するアンケート内容と結果が 

素晴らしいと感じた。利用者が安心して生活できるように、今

後も継続して頑張って下さい。 

  居室内での転倒による圧迫骨折の件で、夜中での転倒事故と

いうこともあると思うが、腰の痛みが強かったと思われるの

で、救急対応の検討をしても良かったのではないかと思う。 

（中津江 1 区町内会長） 

→転倒事故の件、転倒時には痛みあるものの、自力でトイレや

居間への移動が可能な時もあり、夜間救急ではなく、通常外来

での専門科への受診対応を行っている。事故内容にもよるが、

必要に応じて救急対応するなど、利用者への負担や不安が軽減

するように対応していく。 

（GH 管理者） 

・ 県営住宅での生活も 17 年目となったが、体調面での不安もあ 

る。なごみで生活する場合には、どのような手続きが必要とな

ってくるのだろうか。 

（中津江県営住宅 H 棟管理者） 

・ 内服薬の取り扱いについて、色々と工夫しながら行っている

のが分かったが、服薬事故には十分気を付けてもらいたい。 

（理髪店みうら） 

・ 特にありません。 

（萩市消防団椿東第一分団） 

市町村等 

・ 服薬の事故報告での改善策として、落薬しないようにカップ 

に入れて手渡すのは良いアイデアだと思う。身体拘束廃止に向

けての内容は、意識高く素晴らしい取り組みだと感じる。 

 新型コロナウイルス感染対策において、マスク着用について

見直しがされている。自宅では装着していないように、GH 内 

においても自宅に近い環境の中では着用しなくでもいいので 
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市町村等 

はないか。今後、屋外での着用についても適度な距離を保つこ 

とで不要となる場面もあるとは思うが、引き続き基本的な感染

対策は継続してもらいたい。 

（萩市高齢者支援課） 

・ なごみ便りを拝見し、GH 室内でも利用者の得意なことを活 

 かしながら関わりを持っているので、利用者の表情が良いのが

家族も安心できると思う。 

（萩市地域包括支援センター） 

・ なごみ便りでは、感染拡大防止の為ボランティア休止中とあ 

るが、新聞でゴミ箱を折るボランティアの要望があるので協力

できるようなことはないだろうか。 

（萩市社会福祉協議会） 

→現在の感染状況で、室内で直接触れ合うようなボランティア

の受け入れは難しいと考えているが、新聞や広告でゴミ箱作っ

てもらえるような間接的に関われるボランティアは是非お願

いしたい。 

（GH 管理者） 

 

質

問

・

助

言

・

要

望

等 

市町村等 

・ 新型コロナワクチン 4 回目接種について、3 回目接種終了か

ら 5 カ月経過の 60 歳以上の方を対象に 6/20 以降開始とな

る。60 歳以下については基礎疾患を有する方が対象となる。

7 月以降の集団接種についてモデルナ社製となる予定。問い

合わせについては、萩市ワクチン接種対策室へお願いしたい。 

（萩市高齢者支援課） 

→高齢者 4 回目のワクチン接種について、有効性が高いと考え

られるでしょうか。 

（GH 管理者） 

→ワクチン接種施行後に罹患する方もいるが、重症化を防ぐ意

味でも有効性は高いと考えられる。 

（萩市高齢者支援課） 

→利用者と家族の意向も確認しながら、4 回目ワクチン接種に

ついても検討していきたい。 

（GH 管理者） 

次回会議までの 

継続課題 
・ GH なごみの入所要件と申込手続きについて 

備  考 

次回：令和 4 年 7 月 28 日（木）14:00 開催予定 

開催場所：中津江 1 区公会堂 

※新型コロナウイルス感染症が収束するまでは、GH なごみ室内

での会議開催は難しい状況にて、中津江 1 区公会堂をお借りする

こととなる。 

 

評 

 

価 


